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平成２９年１１月１６日 
 

文部科学省の「地（知）の拠点整備事業（※ 1）」について、本学から申請した事

業（『工学心』で地域とつながる『地域協働型大学』の構築（※ 2））が採択され、

地域との対話・協働・交流による教育・研究・社会貢献の取組みを進めているとこ

ろです。 

その一環として、本学学生が南砺市と連携・協働し、昨年度に引き続き、南砺市

南蟹
みなみかん

谷
だに

地区の地域課題に取り組んでいます。なお、本件は、今春締結された南砺市

と本学との連携協定の協働事業として挙げられています。 

１ 日  時   平成２９年１１月１９日（日） ８:３０～１５：００ 
 
２ 場   所  ＪＡ福光南蟹谷地区センター及び南蟹谷公民館 

住所：富山県南砺市砂子谷１３９０ 
電話：0763-58-1011（ぎんなんフェスタ実行委員会） 

 
３ 参加学生  富山県立大学 工学部１年 教養ゼミⅡ受講生１４名 
 
４ 指導教員  教養教育（物理学） 福原 忠 教授 
 
５ 協働相手  南砺市南蟹谷地区（自治振興会長：西村信二氏） 
 
６ 内  容  南蟹谷地区の高齢化・人口減少に伴う課題（イノシシ電気柵管理作業

及びギンナン収穫作業の省力化）に取り組む本学学生が、当地区の恒
例行事「ぎんなんフェスタ」に参加します。学生は、公民館にて今年
度の協働取組を紹介し、地元の方々と共同開発したぎんなんレシピ（ぎ
んなん揚げ餃子、ぎんなんドーナツ、ぎんなん大学イモ）の試食コー
ナーも担当します。 

※ぎんなんフェスタ公式ＨＰ（県立大学にて制作）：http://ginnan-festa.sakura.ne.jp/ 
 
７ スケジュール   8：30  ぎんなんフェスタ開始 
          9：00～ 公民館祭（今年度の協働取組紹介コーナーあり） 

10：00～ ぎんなんレシピ試食コーナー 
15：00  ぎんなんフェスタ終了 

 
８ これまでの活動実績  

６月 ８日（木）13:20～15:20  現場見学、意見交換を実施 
７月 ８日（土） 9:00～12:00  畦に雑草抑制植物を植栽（実証実験） 
７月 16日（日） 8:00～12:00  イノシシ電気柵設置作業 
10月 1日（日） 7:40～8:40  ギンナン収穫省力化ネット設置 
10月 29日（日） 8:00～16:00  ギンナン収穫作業 

南砺市南蟹谷地区「ぎんなんフェスタ」への本学学生の参加について 

News Release 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 文部科学省「地（知）の拠点整備事業」について 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC 事業）」は、大学等が自治体と連携し、全学

的に地域を志向した教育・研究・地域貢献を進める大学を支援することで、課題解

決に資する様々な人材や情報・技術が集まる、地域コミュニティの中核的存在とし

ての大学の機能強化を図ることを目的として、平成 25年度新たに創設されたもので

す。 

 25年度は、全国の各大学等から 319件の申請があり、52件が採択されました。 

※２ 『「工学心」で地域とつながる「地域協働型大学」の構築』について 

「富山県の発展を目指した県民の大学」という建学理念のもと、地域の課題に対し

て全学を挙げて取り組み、地域に役立つ技術者マインド「工学心」を持ち、地域課

題を解決できる学生の育成を図るなど、「地域協働型大学」の構築を目指すものです。 

具体的には、例えば、少人数で行うゼミ形式の授業の中で、学生が多様な地域関係

者と直接対話や交流などを行い、地域産業の振興や超高齢化社会への対応など解決

が困難な課題について、地域関係者と一緒に考えます。 

学生自らがその課題をとらえ、また、その課題の解決のためどう取り組めばよいか 

を学修することを通じて、主体的に課題解決する能力を持った人材の育成を目指し

ています。 
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